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 要  旨 
背景と目的 
人はどのように視覚芸術を理解しているのだろうか。このような問いに対して哲学や美学、美術史学などの領
域は古くから取り組んできた。また近年では、脳科学や感性工学によって、人間の視覚の仕組みや絵画の認知の
研究がなされている。 
一方、情報工学の分野で盛んに研究がなされているのがテキストマイニングである。言語処理技術の発達を受
けて膨大な情報の中から有用な情報を抽出することが可能となった。さらに近年、意味分析や評判分析といった
テキスト内の感情や評価に関する表現およびその計算処理の研究に関心が高まっている。それらの調査報告によ
るとテキストマイニングによって集めた評価表現を解析することによって、調査対象の属性と評価の関係を知る
ことが可能となっている。 
こうした内容分析を視覚芸術にも応用させることで、視覚芸術鑑賞時に私たちが「何を見て、どのように感じ
ているのか」ということを明らかにしていく。 
 
方法 
まず、視覚芸術に対する解説文、新聞記事、ブログ、書籍のレビューからコーパスを作成し、それぞれの特性
を明らかにした。特に解説文に焦点を当て、出現する名詞を用いた概念辞書を作成し、それと共起する評価語を
調べた。さらに評価語がどのような語と強く関連しているかを調べ、文脈ベクトルを用いてクラスタリングした。
同様に、新聞記事、ブログ、レビューから構築されたコーパスもクラスタリングを行い、どのような評価語がど
のような対象と関係しているかを考察した。またそのようにして抽出された視覚芸術の観点について、既存の美
術史学的な見方や脳科学の見地と比較する。 
 
結果と考察 
解説文コーパス内の評価語クラスタリングすることによって、視覚芸術鑑賞時の観点が分類された。さらに、
新聞、ブログ、レビュー各コーパスからの結果と比較することによって、評価対象の概念構造に基づいた分類を
することができた。 
今回、評価表現とその対象を、カテゴリー単位や単語単位など段階に分けて分析したが、クラスタリングによ
って得られる語群をひとつの単位としてみることで、直感的に理解しやすい抽象度となった。 
 
